
よりよい社会と幸福な人生を切り拓き，未来の創り手となれるように，確かな学力と豊かな心，健やかな体

をもち，これからの社会を力強く生き抜くことができる力をもった，たくましい児童を育成する。 

令和４年度  錦小学校 学校評価書 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

 
 
 
・ 進んで学び，基礎・基本をしっかり身につける子   （ しっかり学ぶ  錦の子 ）         
・ 学びをもとに考え，問題解決ができる子       （ よりよく生かす 錦の子 ）  
・ 自分の生き方を考え，誠実で思いやりがある子    （ なかよく生きる 錦の子 ）  
・ 健康や安全に気をつけ，元気に生活できる子     （ 元気でがんばる 錦の子 ） 

２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 
「 児童一人一人が，皆とともに生き生きと輝く学校 」を目指す。 

・ 児童一人一人が夢と希望をもち，明るく活気にあふれる学校 
・ 気持ちのよい環境で，温かい心で触れ合うことができ，仲間とともに仲良く学べる学校 
・ 家庭・地域と連携を意識的に図る教育活動を推進し，信頼される学校 

３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 
（１） 一人一人を大切にし，生涯教育への継続を目指す学校                

学校教育のすべての領域と機能を通じて，一人一人の児童について知・徳・体の調和のとれた成長を促すとともに，

個人的資質及び社会的資質の伸長を図り，教育目標の具現化に努める。 

                       〔一人一人の児童は，かけがえのない存在である〕 

（２） 和と連帯を中心とした教育を進め，家庭・地域と相互に信頼される学校  

学校・学年・学級の経営の一貫性を図り，調和と統一のある教育の実現に努め，地域の信頼と要請に応え，学校とし

ての使命を果たしながら,相互の信頼を図るように努める。  

              〔子どもは地域の子どもたちである。地域や保護者との信頼関係を〕 

（３） 児童のよさを認め共に歩み，確かな学力と豊かな心，健やかな体，これからの社会を力強く生き抜くために必要

となる資質や能力をしっかりと育成する学校       

児童一人一人のよさを認め合うあたたかな人間関係を通して,すべての教科等で，理解の質を高め，「基礎的・基本的

な知識・技能」，「思考力・判断力・表現力等」，「学びに向かう力，人間性等」の育成を目指し，『主体的・対話的で深

い学び』を目指した教育の充実に努める。〔学力は毎日の積み重ね，日々の授業を大切に〕 

（４） 児童の思いを豊かにする学校                  

自尊感情を高めながら,児童の心の教育を推進し，いじめ・不登校・集団不適応など，児童指導上の課題解決に努め

る。                    〔子どもが通いたくなる学級・学校に〕 

（５） 創意ある「社会に開かれた教育課程」の編成と特色ある学校    

教職員の協力体制を確立し創造的・計画的に取り組みながら教育課程を精選し，子どもたちが未来社会を切り拓く

ための資質や能力の育成に努めるとともに，子どもたちに求められる資質や能力とは何かを地域や社会と共有し連携

を進める。           〔伝統を大切にしながらも，工夫・改善を〕 

○（６） 地域に目を向け，地域とともに歩む学校            

伝統ある校風を基盤に，児童・地域の実態や思いを踏まえた教育を推進し，保護者や地域とともに健全な児童の

育成に努める。特に，小中一貫教育の推進にも積極的に取り組む。 

                         〔地域に目を向けよう 保護者や地域の人と会話を〕 

（７） 教職員自らが学び続ける学校                 

教職員としての自覚と使命感を持って，異なる年齢の教職員が連携しながら教職員一人一人が絶えず研究と修養

に努めるとともに，現職教育を効果的に進め学習指導の工夫改善を図り，相互に高めあいながら教育の推進に努め

る。         〔子どものためにということを考え，私たちが学ぶ〕 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

別紙２ 

 [陽北地域学校園教育ビジョン]  「 学びあい 認めあい 高めあう 陽北地域学校園 」 

 授業や学校行事等に児童が目標をもって取り組む過程で，教師や児童同士が個々の努力や成長を認めることで

自己有用感を育み，より意欲的に学習や生活をしようとする態度を養う。 



４ 教育課程編成の方針 
（１） 学校教育目標達成のために設定された学校経営の理念及び学校経営の方針，地域学校園の教育ビジョン，今年度の

重点目標，今年度の努力点や具体策を踏まえ，全教育課程に意図的・計画的・系統的にその具現化を図るように編成

する。 

（２） 児童の学校生活の場として設定している，朝の活動，授業時間（各教科，道徳，外国語活動，総合的な学習の時間，

特別活動），休み時間（業間，昼休みを含む），給食の時間，清掃の時間を基本的な枠組みとして教育課程を編成し，

各教育活動相互の関連とその配置のバランスを図り，時数を確保する。 

（３） 実施計画を作成するにあたっては，年間的な枠組みとしての２学期制をもとに，教育内容の設定と授業・教育活動

時間相互の有機的な関連（カリキュラムマネジメント），及び効果的な教育活動の規模等について計画的かつ重点化

が図られ，柔軟性をもちながら機能的であり，教育活動全体として一貫性を確保しながら調和のとれた内容となる

よう留意し，学校教育目標の達成を図る。 

５ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 
【 学 校 運 営 】 

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた日々の授業改善の推進 

○「令和の日本型学校教育」の実現を目指した，社会との連携・協働による「社会に開かれた教育課程」の実現 

○地域とともにある学校づくりの推進 

○地域学校園の小中一貫教育，地域の教育資源の積極的な活用による「学校力」のさらなる向上 

【 学 習 指 導 】 

・教科担任制の導入と授業のねらいの明確化，見通しを持った課題解決学習の実践。 

・思考力・判断力・表現力育成につながる書く習慣化や，言語に係る基本的な能力・技能を身に付けさせる「説明」「話合い」活動の充実。 

・目標や評価規準に基づいたまとめや振り返りの実践と学習意欲や主体的に学習する態度等の育成。 

・ＧＩＧＡスクール構想による「１人１台端末」環境下でのＩＣＴの効果的な活用について，検証に基づく実践 

【 児 童 生 徒 指 導】 

○心の教育の充実による自信や自己有用感，規範意識，思いやりの育成 

○いじめ等の問題行動や不登校等の防止対策の徹底 

【健康（体力・保健・食・安全）】 

○生涯にわたって心身ともに健康で安全な生活を送るための資質や能力の育成 

・運動に親しもうとする態度や能力の育成 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



６ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性 

評 価 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

目 

 

指 

 

す 

 

児 

 

童 

 

の 

 

姿 

Ａ１ 

児童は，進んで学習 

に取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，授業中，話を

しっかりと聞いたり，発

表したりするなど，進ん

で学習に取り組んでい

る。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善

を図る。 

①児童の課題意識を高め，授業の目標，学習課題，学習計

画を明確にして学習の見通しを持たせる指導 

②児童の課題解決への取り組みでの学習状況の的確な見

取りと適切な指導・支援 

③「自分の考えを書く活動」の習慣化と，「説明」「話し合

い」活動の充実 

２ 学業指導による「学びに向かう集団作り」の推進を行

う。 

①安心して考えを伝え合い，互いに高め合える学級集団

の育成 

②コミュニケーション能力育成を意識した授業づくり 

３ 家庭との連携を推進し，主体的な学習態度の育成や

学習習慣の確立を目指す。 

①宿題の適切な分量・内容の検討 

②自主学習の習慣形成の推進 

③個に応じた支援の充実 

 

【達成状況】 
 
 
児童・教職員・保護者いずれも肯定的回答が９０％超

であり，十分満足できる結果となった。特に，教職員の

肯定的回答が１００％であり，どの児童も進んで学習に

取り組むことができていると言える。 

【次年度の方針】 

「主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善」

を学校課題に掲げ，全職員で取り組んできた。次年度も

学年の発達段階に応じて繰り返し指導し，具体的な取り

組みに力を入れていく。 

また，感染拡大の状況を見極めながら，小集団学習の

効果的な活用や，コミュニケーション能力の育成を意識

した授業作りを行っていくとともに，児童の個人差に対

応したきめ細かい指導にも力を入れていく。また，教科

担任制の実施にあたり，職員の連携を十分に図りながら

進めていく。 

学習習慣の確立には，家庭との連携が不可欠である。

新型コロナウイルス感染症の収束が見えない現状では，

学級懇談や個人懇談の実施は難しいが，家庭との連絡を

一層細やかにすることで，共通理解を推進していく。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 91.0 96.6 

Ａ２  

児童は，思いやりの 

心をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対して

も，思いやりの心をもっ

て優しく接している。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 「特別の教科 道徳」を要とした道徳教育を充実させ，

心を育む教育の推進を図る。 

①年計に基づく意図的・計画的指導の実践 

・思いやりの心を育むための重点項目の設定 

・行事等との関連を図った指導の展開 

②「特別の教科道徳」の指導法の工夫 

・「考え，議論する道徳」の実現に向けた授業づくりの

実践 

２ 相手の気持ちを考えた気持ちのよい言葉遣いができ

る児童の育成を推進する。  

② 人権教育充実と人権週間の取り組みの工夫・改善 

②教師の率先垂範による好ましい言語環境の構築 

 

【達成状況】 
 
 

児童，教職員，保護者共に肯定的回答全て９５％超で

あり，目標を十分に達成している。「特別の教科道徳」

においての「考え，議論する道徳」を目指した授業づく

りの実践を通して思いやりの心が育まれている。 

【次年度の方針】 

思いやりの心を育むために，引き続き年間指導計画に

基づいた意図的・計画的な指導を実践するとともに，教

師が模範となって好ましい言語環境の構築に努める。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 98.8 96.6 

Ａ３  

児童は，きまりやマナ

ーを守って，生活をして

いる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，きまりやマナー

を守って，生活をしてい

る。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 基本的な生活習慣育成の徹底を図るとともに，規範

意識を高める指導の充実を図る。 

①「錦の生活」に基づいた組織的な指導の充実 

・年間２回の振り返りと自己評価結果の効果的な活用 

②生活当番組織を活用した日常生活指導の充実 

・朝の会や帰りの会を活用した児童の主体的な活動の

推進 

２ 地域学校園統一のきまりを意識した学習指導・生活

指導の充実を図る。 

 

【達成状況】 
 
 
児童，教職員，保護者共に肯定的回答の割合は全て９

０％以上であり，目標を十分に達成している。児童が「錦

の生活」を順守し落ち着いて学校生活を送っていること

が要因と思われる。さらに感染症対策を盛り込んだ内容

を加えたことで，児童にとって行動基準を意識しやすく

なったのではないかと考えられる。 

【次年度の方針】 

「錦の生活」を，より児童の学校生活に即したものにし，

左記の主な具体的な取り組みを一層充実させる。当番に

なる教職員一人ひとりの意識を高め，各々が責任をもっ

て取り組む。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 98.2 91.7 



Ａ４  

児童は，時と場に応 

じたあいさつをしてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，時と場に応じ

たあいさつをしてい

る。」 

⇒教職員･保護者・地域

住民の肯定的回答80％

以上 

１ 家庭や地域との連携を一層強化し，あいさつ運動の

積極的な推進を図る。 

①児童会を主体としたあいさつ運動の積極的な推進 

②小中一貫教育の取り組みとして中学生と共同で行うあ

いさつ運動の推進 

２ あいさつに関する取り組みとその成果や課題を積極的

に情報発信し，家庭及び地域との連携を図る。 

①学年便り等を活用した積極的な情報発信 

・実施前の周知と啓発 

・実施直後の取り組み状況の報告 

 

【達成状況】 
 
 
肯定的回答の割合は，教職員，保護者，児童全て８５％

以上で目標を達成している。保護者と児童の数値が昨年

度より高くなっている。 

【次年度の方針】 

児童会を主としたあいさつ運動について，今後も進め

方の工夫をした取組を進め，場に応じたあいさつの仕方

を呼びかけていく。あいさつに関する取り組みとその成

果や課題を，学校だより等を活用して積極的に情報発信

し，家庭との連携を図るとともに，あいさつの重要さの

指導を工夫していくことで改善を図る。 

教職員 保護者 地域住民 

100.0 87.4 92.3 

Ａ５  

児童は，目標に向か 

ってあきらめずに，粘り

強く取り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，夢や目標に向か

ってあきらめずに，粘り

強く取り組んでいる。」 

⇒児童･教職員･保護者 

の肯定的回答80％以上 

１ 自尊感情を育み，個性を十分に発揮させるために，児童一人

一人のよさを認め励ます教育の充実を図る。 

①褒めて伸ばす教育の推進 

②自己の成長を振り返る場の設定 

③児童相互に認め合う場の設定 

④将来の社会的自立に向けた指導・支援の充実による自

己指導能力の育成 

２ 日々の生活の中で達成感や成就感を味わうことがで

きるよう，個に応じたねらいや活動の設定を工夫する。 

①挑戦意欲を喚起する課題の設定 

②競い合い高め合う望ましい学級集団づくりの推進 

３ 具体策の更なる充実を目指した取り組みを行い，家

庭への啓発を図る。 

①学年便りやＨＰ等を活用した情報発信 

②学級懇談会の充実 

「宮・未来キャリアパスポート」の効果的活用 

 

【達成状況】 
 
 
教職員，児童いずれの肯定的回答も目標数値以上であ

った。児童の肯定的回答は8.5ポイント上回った。保護

者の肯定的回答の数値は，昨年度よりも3ポイント上回

った。これは，保護者が児童の成長を感じ取れる機会が

増えたからであると考えられる。 

【次年度の方針】 

児童が将来に対してより明確なビジョンをもてるよう

に，設定した具体策の更なる充実を図っていく。また，

引き続き，教職員の研鑽により，競い合い高め合う望ま

しい学級集団づくりの推進を図っていくとともに，学年

だよりやＨＰを活用した情報発信等，今年度の取り組み

を更に充実させて，家庭への啓発を図っていく。引き続

き，「宮・未来キャリアパスポート」の効果的活用も図

る。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 83.9 94.7 

Ａ６  

児童は，健康や安全 

に気を付けて生活してい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，健康や安全に

気を付けて生活してい

る。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 心身ともに健康で安全な生活を送るための資質・能

力を備えた児童を育成するために「元気アップ教育」の

充実を図る。 

①進んで健康や体力の保持増進に努める児童育成に向け

た日常的な体育活動の充実 

・元気っ子体力チェックによる実態把握と改善策検討 

・チャレンジカードを活用した主体的な体力づくりの推進 

②望ましい食習慣形成に向けた，意図的・計画的な食育の

推進 

・給食時の校内放送を活用した食育活動の展開 

・学校栄養士と連携した「食に関する指導」の充実 

・学校保健給食委員会を活用した組織的な取り組みの推進 

③安全な社会づくりに貢献できる資質・能力の育成に向

けた安全教育の充実 

・特別活動（学級活動・学校行事）の体験的学習の充実 

・各教科等における安全に関する指導の充実 

(より一層感染症対策を実施したうえで) 

 

【達成状況】 
 
 
 児童・教職員・保護者の肯定的回答80%以上の目標値

に対し，どの対象者でも90%台であり，十分に達成され

ていると言える。左記の取り組みを十分に行い，感染症

においても学校での感染の広がりは少なかった。衛生面

に配慮した給食の実施や，長期休みの市教育委員会作成

のチャレンジカードへの取り組みも効果的であった。 

【次年度の方針】 

引き続き，左記の取り組みを継続して行っていくととも

に，感染症の状況を見ながら，その都度対策を講じなが

ら生活できるよう，指導していく。それに加え，進んで

健康や体力の保持増進に努める児童の育成を目指し，日

常的な体育活動のより一層の充実を図る。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 94.7 95.1 

Ａ７  

児童は，夢や目標を 

もって，社会に貢献でき

るよう努力している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は夢や目標に向かっ

てあきらめずに，粘り強

く取り組んでいる。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 望ましい勤労観・職業観の形成を図るために「宮・未

来キャリア教育」の充実を図る。 

①年間指導計画に基づく意図的・計画的な指導の展開 

②「キャリアパスポート」の効果的活用とキャリア形成に

係る自己評価と記録蓄積の工夫 

③望ましい勤労観・職業観の形成を図る指導の充実 

２ 地域各団体主催の行事等に関する情報を積極的に提供

し，地域活動への児童の参加促進を図る。 

② 各団体との連携の強化による地域行事情報の収集 

②ホームページ等を活用した情報の積極的な発信 

 

【達成状況】 
 
 
教職員・保護者・児童，全て目標値を上回った。今年

度の取り組みもコロナ禍で十分取り組めなかったこと

もあるが，計画的に進められた。 

【次年度の方針】 

 毎年継続して内容を計画的に進めてはいるが，総合的

な学習の時間の年計を見直し，職業観につながる体験が

できる学習を取り入れる。 

教職員 保護者 児 童 

100.0 83.9 94.7 



Ａ８  

児童は，英語を使っ 

てコミュニケーションし

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，外国語活動の

授業やALTとの交流の際

に，英語を使ってコミュ

ニケーションしてい

る。」 

⇒児童･教職員の肯定的

回答80％以上 

１ 主体的に英語でコミュニケーションしようとする児

童の育成に向け，外国語活動の充実を図る。 

①英語のやりとりを中心とした授業実践の推進 

・教材研究の工夫 

・ＡＬＴとの打合せや連携の工夫 

・学習形態の工夫 

②生きた英語に触れる機会の充実 

・ＡＬＴとの交流の場の工夫 

・学校行事等へのＡＬＴの参加 

２ 外国語活動に向けた環境整備の推進 

①教材等，備品の管理の工夫 

②校内掲示の工夫 

 

【達成状況】 
 
 
肯定的回答の割合は，児童・教職員いずれも数値目標

を上回っており，十分満足できる結果となっている。充

実した外国語活動が実施できた成果が表れている。 

【次年度の方針】 

 新学習指導要領に示された内容をしっかりと指導で

きるよう，担当教諭と連携を図り進めていく。また，よ

り一層ＡＬＴとの連携を図り，指導の打ち合わせ等も工

夫・改善しながら行っていく。 

教職員 児童 

100.0 87.2 

Ａ９  

児童は，宇都宮の良 

さを知っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，宇都宮の良さを

知っている。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 児童が郷土宇都宮に対する理解を深められるよう，

発達段階に応じて郷土に関する学習を推進する。 

①第３学年以上で開始される「宇都宮学」を積極的 

に活用し，郷土理解を深め，愛情を育む指導の工夫 

②特別活動（学校行事等）における体験的な学習の場の設

定 

③地域資源の発掘と，効果的活用の推進 

２ 「百人一首」に親しむことのできる学習の推進 

①高学年国語科での授業実践 

②学級活動での体験的な活動の場の設定 

３ 「宇都宮学」の保護者向け啓発活動を充実する。 

①学年便りやＨＰ等を活用した積極的な情報発信 

 

【達成状況】 
 
 
児童・教職員の肯定的回答は，目標以上でおおむね満

足できる結果となった。保護者の数値は，目標は下回っ

たが，昨年度よりも5.3ポイント上昇した。 

【次年度の方針】 

児童が郷土宇都宮に対する理解を深められるよう，発

達段階に応じて各教科での学習を進める。また，総合的

な学習の時間に行われる「宇都宮学」も効果的に活用し，

郷土に関する学習を推進していく。道徳などで取り上げ

られている郷土に関する学習を推進し，広めていく。百

人一首については，感染症対策から，札の数を減らすな

どして工夫し実施した。次年度も状況を見極めながら実

施していきたい。今後，保護者が児童の成長や学びを感

じ取ることができるよう，啓発活動にも力を入れ，授業

参観等の他にも，学校だよりや学年だより，ホームペー

ジ等で積極的に発信していく。 

教職員 保護者 児 童 

90.9 71.2 86.1 

Ａ10  

児童は，ＩＣＴ機器 

や図書等を学習に活用し

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図

書等を学習に活用してい

る。」 

⇒児童･教職員の肯定的

回答80％以上 

１ 情報活用能力の育成を図るために，体系的な情報教

育を推進する。 

①意図的・計画的な「情報モラル教育」の実践 

②授業におけるＩＣＴ機器の効果的な活用 

③プログラミング学習の充実 

２ 図書資料を有効に活用した学びを充実させるため

に，学校図書館の整備を推進する。 

①学習・情報センターとしての図書館の利用指導の充実 

②学習ニーズの把握に基づいた関連図書情報の提供 

③市立図書館と連携した授業の実践 

 

【達成状況】 
 
 
教職員・児童いずれの肯定的回答も数値目標を上回っ

ており，十分満足できる結果と言える。教職員の肯定的

回答が１００％いうことから，どの児童も進んでＩＣＴ

機器や図書等を学習に活用していると言える。 

【次年度の方針】 

プログラミング学習と関連付けながら，今年度の取り

組みが更に充実するよう，工夫・改善に努める。 

また，新学習指導要領に応じた図書の整備を更に進める

と共に，専門スタッフと連携を図りながら，図書館の整

備を推進していく。 

教職員 児童 

100.0 94.0 

Ａ11  

児童は，高齢者に対 

する感謝やいたわりの心

をもっている。         

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，誰に対して

も，思いやりの心をもっ

て優しく接している。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 高齢者と触れ合う機会の充実を図り，高齢者の知恵

や人生経験に学ぶ機会を設けるため，地区老人クラブ

との積極的な交流を推進する。 

①生活科における昔遊び体験における交流活動の推進 

②社会科の昔の道具に関する学習等での講師依頼 

２ 高齢者への感謝や敬う心を育むために，行事等への

案内・招待の機会を設ける。  

（感染症拡大状況によっては学習のみ） 

①安全ボランティアとの顔合わせ会・運動会・感謝の会，

授業参観への招待 

②オープンスクールの実施 

 

【達成状況】 

教職員 保護者 地域住民 児童 

100.0 98.8 100.0 96.6 

これまでの取り組みによる成果が十分あがっており，

目標を十分に達成している。 

【次年度の方針】 

 高齢者の知識や地域資源の有効活用を目指し，感染症

の状況を踏まえつつ，左記の具体策を継続して実施す

る。 

 また，コロナ禍により直接触れ合う機会が減少してい

る状況ではあるが，高齢者をいたわる気持ちをもつこと

の大切さを醸成していくための取り組みについて，継続

をしていくことが必要である。 



Ａ12  

児童は，「持続可能 

な社会」について，関心

をもっている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，環境問題や防

災等の『持続可能な社

会』について，関心をも

っている。」 

⇒児童･教職員の肯定的

回答80％以上 

１ 「持続可能な開発のための教育（ＥＳＤ）」を推進するた

め，新カリキュラムの開発・研究に努める。 

①「持続可能な社会」の関連学習洗い出し 

・生活科・総合的な学習の時間の活動の見直し 

・学校行事や児童会活動の見直し 

②児童の実態に応じた具体的な活動内容の検討 

２ 「持続可能な社会」に対する児童の関心を高めるため

の特色ある教育活動の実践に努める。 

①授業開発として，ＥＳＤの取り組み事例実践 

②ＰＤＣＡサイクルによる新カリキュラム検討 

③「持続可能な社会」の，教職員の意識改革のより一層の推

進と，ＳＤＧs（持続可能な開発目標）の効果的活用 

 

【達成状況】 
 
 
今年度の取り組みの成果が上がり，肯定的回答が数値

目標を上回っている。 

【次年度の方針】 

 引き続き，「持続可能な社会」について，教職員の意

識を高める取り組みを続けるとともに，学年での実践を

重ねながらSDGｓ（持続可能な開発目標）の一層の効果

的活用にも努めていく。 

また，より多様な取り組みや情報を収集し，新たな教

材開発に関する研修を進める。 

教職員 児童 

86.4 93.2 

目 

 

指 

 

す 

 

学 

 

校 

 

の 

 

姿 

Ａ13  

教職員は，特別な支 

援を必要とする児童の実

態に応じて，適切な支援

をしている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援

を必要とする児童や外国

人児童等の実態に応じ

て，適切な支援をしてい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

１ 児童一人一人の教育的ニーズを十分に把握して児童

理解に努めるとともに，組織を活用した指導の充実を

図る。 

①教育相談や保護者との懇談を通した児童理解の推進 

②校内支援委員会を活用した組織的指導の充実 

２ 困り感を抱えた児童が自信をもって生活できるよ

う，かがやきルームにおける指導の充実を図る。 

①ケース会議を活用した指導目標・指導の手立て等の検

討 

 

【達成状況】 
 
 
教職員の肯定的回答割合は100％で目標を達成した。

児童との教育相談や保護者との個人懇談などを通して，

児童一人一人の教育的ニーズを把握し，個に応じた児童

理解に努めた成果の表れである。 

【次年度の方針】 

今後も，成果の上がっている取り組みを継続するととも

に，校内支援委員会を活用し，組織的に指導の充実を図

る。また，今年度同様，かがやきルームを有効活用し，

より児童に寄り添った個別指導を行う。 

教職員 

100.0 

Ａ14  

教職員は，いじめが 

許されない行為であるこ

とを指導している。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，いじめが許

されないことを熱心に指

導してくれる。」 

⇒児童･保護者の肯定的

回答80％以上 

１ 道徳の時間を要とした道徳教育を充実させ，人権感

覚の醸成を図る。 

①道徳の時間の指導の工夫 

②土曜授業を活用した授業公開 

２ 全校体制による組織的・計画的ないじめ防止策の積

極的な推進を図る。 

①いじめゼロ強調月間の取り組みの充実 

・「いじめゼロ集会」の内容の工夫・実施と保護者への

公開 

・学年便り等を活用した積極的な情報発信   

②教育相談，Q-U検査等を活用した実態把握の工夫 

③年４回のいじめアンケート実施と結果の効 

果的活用 

④迅速で適切な対応のための，報告・連絡・相談の徹底 

 

【達成状況】 
 
 
教職員，地域住民，児童，保護者とも高い肯定的回答

の割合であった。児童が主体となって行っているいじめ

ゼロ集会や，人権旬間での標語づくりや絵本の読み聞か

せなどが効果的であったと思われる。教育相談でしっか

りと話を聞く機会と時間を確保していることや，保護者

へのこまめな連絡を行っていることも成果につながっ

ていると考える。 

【次年度の方針】 

道徳の授業の充実により，人権感覚の醸成を図るとと

もに，今年度に引き続き，様々な取り組みを形骸化させ

ることのないよう，さらに前年度より効果的になるよう

に工夫して実施する。また，いじめゼロ強調月間での各

取り組みや教育相談，Q-U検査等を実施し，全校体制に

よる組織的ないじめ防止策により一層の推進を図る。 

保護者 児童 

87.6 98.5 

Ａ15  

教職員は，不登校を 

生まない学級経営を行っ

ている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方は，一人一人を

大切にし，児童がともに

認め励まし合うクラスを

つくってくれている。」 

⇒児童･保護者の肯定的

回答80％以上 

１ 学年・学級経営計画に基づいた意図的・計画的な指導

を通して，学級活動の充実を図り，明るく活力に満ちた

学級風土づくりを推進する。 

①教育相談・Q-U検査の効果的な活用 

②学業指導事例集の活用 

③教師と児童の協働・共遊の推進 

２ 欠席状況共有シートや日々の様子の記録等を活用し

た情報共有を推進し，共通理解に基づいた組織的計画

的な支援を推進する。 

①欠席状況共有シートや日々の様子の記録等を活用した

情報共有 

②室登校支援等，児童の実態に応じた支援策の工夫 

 

【【達成状況】 
 
 
肯定的回答の割合は,児童，保護者ともに９０％以上

で，取り組みの成果が表れた結果となった。 

【次年度の方針】 

教育相談やQ-U検査の効果的な活用，学級活動の充実

等により，一人一人を大切にし，児童がともに認め励ま

し合う学級づくりに励む。支援や配慮を要する児童に対

しては，実態に応じた支援策を工夫し，教職員間の共通

理解に基づいた組織的計画的な対応を推進する。 

保護者 児童 

93.3 97.7 



Ａ16  

教職員は，外国人児 

童生徒等の実態に応じ

て，適切な支援をしてい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「教職員は，特別な支援

を必要とする児童や外国

人児童等の実態に応じ

て，適切な支援をしてい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答

80％以上 

１ 充実した学校生活が送れるよう，実態把握に基づい

た支援計画を作成し，適切な指導・支援を推進する。 

①保護者面談による情報の収集 

②対話型アセスメントに基づいた日本語能力の実態把握 

③校内での共通理解の推進 

２ 効果的な支援に向け，日本語指導講師との積極的な

連携を図る。 

①支援情報の共有 

②適切な教材の準備 

 

【達成状況】 
 
 
これまでの取り組みの成果で十分に目標を達成して

おり，教職員ひとりひとりが高い意識をもって指導に当

たることができている。 

また，今年度は必要に応じた日本語指導の講師の派遣

を要請し，ニーズのある児童への支援を行っており，効

果が上がっている。 

【次年度の方針】 

 左記の具体的な取り組みについて，継続して実施に努

め，より一層の実態把握を行い，それに基づいた支援計

画を作成し，適切な指導・支援を推進する。 

教職員 

100.0 

Ａ17  

学校は，活気があ 

り，明るくいきいきとし

た雰囲気である。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，今の学校が好き

です。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 児童会活動等の工夫・改善を通して，児童の主体的な

活動の場を確保し，楽しく，活気あふれる学校づくりを

目指す。 

①朝の集会・わんぱくタイム・共遊タイム等のもち方の工

夫・改善 

２ 日常の指導において，児童が自主性や主体性を発揮

できる場の確保に努める。 

①学級活動の充実による，明るく，活力のある学級風土づ

くりの推進 

②体験活動を重視した学習活動の積極的な導入 

 

 

【達成状況】 

教職員 保護者 地域住民 児童 

100.0 94.1 100.0 96.2 

教職員・児童・保護者いずれの肯定的回答の割合も

90％を超えている。感染症対策で児童会活動や学校行事

などの制限がある中でも工夫をし，日常の指導で児童が

自主性や主体性を発揮できる場を設定したり，明るく，

活力のある学級風土づくりに励んだりしていることが

効果的であった思われる。 

【次年度の方針】 

 次年度も，引き続き効果が上がった取り組みを継続し

ていく。コロナ禍の中でも児童は意欲的に活動していた

ので，今後も児童会活動等を精選し，児童が主体的に活

動できる場を提供していく。また，今後の感染状況を見

ながら，可能な範囲で，体験活動を重視した学習活動の

導入を図る。 

また，児童が活動するための時間を保障する。(ロン

グタイム2回の導入) 

Ａ18  

教職員は，分かる授 

業や児童にきめ細かな指

導を行い，学力向上を図

っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「先生方の授業は分かり

やすく，一人一人に丁寧

に教えてくれる。」 

⇒児童･保護者の肯定的

回答80％以上 

１ 学校課題を中心とした全校体制による授業研究を通

して「分かる・できる授業」作りを積極的に推進する。 

①単位時間及び単元の指導法の工夫・改善 

・課題提示・発問等の工夫 

・振り返りの場の工夫 

②「一人一研究」実践による指導法の工夫・改善 

２ 児童一人一人の学習状況を的確に把握し，個に応じ

たきめ細かな指導を充実させる。 

①少人数指導やT.Tによる指導の工夫・改善 

②朝の学習を活用した基礎学力の向上 

③かがやきルームの効果的な活用 

 

【達成状況】 
 
 
教職員・児童いずれの肯定的回答割合も数値目標を上

回っており，十分満足できる結果と言える。 

【次年度の方針】 

次年度も教材研究に努め，「分かる・できる授業」作

りを積極的に推進していく。その中で，タブレット端末

等ICTの一層の効果的活用のため，教職員が専門的な知

識を身に付けるよう努力し，実践方法の見直しや指導力

向上に努める。また，専門スタッフとの連携を更に強化

し，個に応じた指導の一層の充実を推進していく。 

保護者 児童 

87.9 94.4 

Ａ19  

学校に関わる職員全 

員がチームとなり，協力

して業務に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校に関わる職員全員

がチームとなり，協力し

て業務に取り組んでい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答80％

以上 

１ 専門スタッフを効果的に活用するために，学校内外

のコミュニケーション環境の整備に努める。 

①管理職（副校長）による総合的な連絡調整の実施 

②業務担当教職員との綿密な打ち合わせの実施 

③各スタッフによる関係教職員への積極的な情報提供の

推進 

２ 職員会議や打合せの機会を活用し，専門スタッフと

の情報交換を密にする。 
 

【達成状況】 
 
 
教職員の肯定的回答割合は昨年度より＋16.7 ポイン

トと数値目標を大きく上回った。昨年度に引き続き，組

織的な取り組みを継続している成果が評価につながっ

たと考えられる。 

【次年度の方針】 

これまでの実践の成果を踏まえ，各取り組みの一層の

充実を図ることで，児童一人一人の教育的ニーズに応じ

た適切な支援が意図的・計画的に展開できるようにす

る。また，ＳＣ等，外部の専門機関との連携も密にし，

打ち合わせ等の有効活用など，多面的な指導を継続的に

実践していく。 

教職員 

100.0 



Ａ20  

学校は，教職員の勤 

務時間を意識して，業務

の効率化に取り組んでい

る。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，教職員の勤務

時間を意識して，業務の

効率化に取り組んでい

る。」 

⇒教職員の肯定的回答80％

以上 

１ 児童への指導を充実のため，多様な専門性を有する学校

スタッフを活用し，学校の組織力を強化する。 

①学校業務の見直しと新たな校務分掌組織づくり 

②専門スタッフの役割の明確化 

③専門スタッフの校務分掌組織への位置付けの明確化 

２ 多様な専門性を有する学校スタッフと連携し，効率

的・効果的な教育活動の推進を図る。 

３ 本来の教育活動を効果的に行うため，教職員の働き

方改革を推進する。 

①長時間労働改善のための業務の精選・見直し 

②作業の工夫による業務の効率化と分散化の推進 

 

【達成状況】 
 
 
目標を十分に達成した。働き方改革の意識の高まり

と，専門スタッフの活用により校務分散と協働意識の高

まりを達成しており，満足できる結果である。これまで

行ってきた業務改善に対する意識付けが浸透してきた

成果であると考える。 

【次年度の方針】 

これまでの実践の成果を踏まえ，結果に甘んじること

なく，取り組みの一層の充実を図り，教職員の業務改善

に向けた意識の高揚を図り，更なる業務の効率化を推進

するよう努力する。また，リフレッシュデー等具体的な実

践の活性化を図る。 

教職員 

95.5 

Ａ21  

学校は，「小中一貫 

教育地域学校園」の取り

組みを行っている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，小学生や中学

生が交流する活動を行っ

ている。」 

⇒児童･教職員･保護者の

肯定的回答80％以上 

１ 地域学校園共通のねらいに基づいた，学習指導・児童

指導を積極的に推進する。 

①ねらいの明確化と共通理解の場の工夫 

２ 学校園研修や児童生徒指導強化連絡会等の機会を通

して，相互理解を推進し，指導法の工夫・改善を図る。 

３ 小中合同のあいさつ運動や中学校訪問の機会を通し

て，児童生徒相互の交流を推進する。 

４ 地域学校園の取り組みについての啓発を積極的に推

進する。 

①学校便りやホームページ等を活用した，小中合同あい

さつ運動や地域学校園研修の様子等，小中一貫教育に

関する情報の積極的な発信 

 

【達成状況】 
 
 
教職員・児童いずれの肯定的回答割合も数値目標を上

回っており，十分満足できる結果と言える。保護者の肯

定的回答は，昨年度よりも7.9ポイント上回った。宮っ

子チャレンジウィークや小中あいさつ運動，小中乗り入れ

授業，中学校訪問の実施など，積極的な取り組みが周知

されたためだと思われる。 

【次年度の方針】 

地域学校園のねらいを明確にして授業を行う。家庭学

習についても，学校全体で共通をもとに足並みをそろえ

るとともに，小中の乗り入れ授業の実施をする。 学校

園研修や児童生徒指導強化連絡会などを通して，児童生

徒の共通理解に努めるとともに，感染症予防対策を講じ

た上で，可能な範囲で小中合同のあいさつ運動を行うな

ど，新しい生活様式に対応しつつ，できる取り組みを行

っていく。  

 次年度も活動自体の制限や縮小は避けられないと予

想されるが，できる限り，学校外に発信する機会を増や

していく。 

教職員 保護者 児 童 

95.5 84.1 89.8 

Ａ22  

学校は，地域の教
育力を生かした特色
ある教育活動を展開
している。 
【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の

方々と一緒に活動するこ

とで学習が充実し，楽し

い。」 

⇒児童･保護者・地域住
民の肯定的回答80％以
上 

１ 地域の教育力を積極的に活用し，地域に根差した特

色ある教育活動を推進する。 

①学校支援ボランティアの積極的な活用 

②地域学習素材や人材の活用 

 

２ 錦小地域協議会との連携を一層強化し，地域の学校

づくりを積極的に推進する。 

①地域学校協働活動推進員との連携の推進 

②地域コミュニティーセンター等，地域施設・団体と連携

した取り組みの工夫 

 

【達成状況】 
 
 
 児童･保護者・地域住民，いずれの肯定的回答割合も

目標値以上であった。活動に制限のある中で，地域コー

ディネーターとの連携に基づいた学校支援ボランティ

アの活用や，地域に根差した特色ある教育活動の推進が

行われている点が評価されたと考えられる。 

【次年度の方針】 

 地域の教育力を更に生かせるよう，「宇都宮学」との

関連を図った活動を展開し，内容を充実させながら地域

学習素材や人材の活用の一層の推進を図っていく。 

保護者 地域住民 児 童 

88.4 100.0 92.5 

Ａ23  

学校は，家庭・地域・企

業等と連携・協力して，

よりよい児童の育成に取

り組んでいる。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「私は，地域や企業の

方々と一緒に活動するこ

とで学習が充実し，楽し

い。」 

⇒児童･保護者・地域住民の

肯定的回答80％以上 

１ 学校の公開や情報の積極的な発信・提供を行い，家

庭・地域・企業等との連携・協力を推進する。 

①コロナウイルス感染防止対策の強化の上での，オープ

ンスクール等による学校公開の推進 

②学校便り，学年便り，保健便り，食育便り，図書館便り

等の工夫と定期的発行 

２ 地域団体・地域人材の積極的な活用を通して，地域と

共に歩む魅力ある学校づくりを推進する。 

①生活科や総合的な学習の時間における体験活動を中心

とした交流活動の推進 

②新たな地域教材開発の推進 

 

【達成状況】 

保護者 地域住民 児 童 

88.4 100.0 92.5 

 児童･保護者・地域住民，いずれの肯定的回答割合も

目標値以上であり，十分満足できる結果となった。 

【次年度の方針】 

 これまでの実践の成果を踏まえ，関係諸機関・諸団体

等との交流の充実を図ることで，地域に根差した教育活

動が本校の強みとして定着するよう，より一層の指導の

充実を推進していきたい。また，メール配信やHPの充

実も図っていく。 



Ａ24  

学校は，利用する人 

の安全に配慮した環境づ

くりに努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，利用する人の

安全に配慮した環境づく

りに努めている。」 

⇒教職員・保護者・地域

住民の肯定的回答80％

以上 

１ 児童と教師の協働による日常の清掃活動等を充実さ

せ，環境の美化に努める。 

①縦割り班清掃活動の充実 

 ・清掃強化週間の有効活用 

②児童会活動や奉仕活動の充実 

③地域協議会と連携した緑化活動や地域清掃の推進 

２ 安全点検結果に基づく，修繕補修を迅速に行い，安全

な学習環境づくりを推進する。 

①日常点検，定期点検等の安全点検の充実 

②関係職員と連携した計画的な修繕の実施 

 

【達成状況】 
 
 
教職員，保護者，地域住民の肯定的回答の割合は全て

90％以上であり，目標を大きく上回った。各安全対策や，

修繕等の必要が生じた際の，迅速かつ適切な対応の効果

が上がっている。今年度は，年間を通して縦割り班清掃

を実施することができ，児童が一生懸命掃除に取り組も

うとする意識を高めることができた。 

【次年度の方針】 

次年度以降も縦割り班清掃を引き続き実施していく。

日頃から学校をきれいにしようという意識を児童と教

職員がもち，環境の美化に努めていく。 

また，定期的な安全点検に基づき，修繕が必要な場合

には迅速な対応を心掛け，児童がより一層安心して生活

できる環境を整えていく。 

教職員 保護者 地域住民 

100.0 91.6 100.0 

Ａ25  

学校は，学習に必要 

なＩＣＴ機器や図書等を

整えている。  

【数値指標】 

全体アンケート 

「児童は，パソコンや図

書等を学習に活用してい

る。」 

⇒児童･教職員の肯定的

回答80％以上 

１ 情報教育を推進するために，ＩＣＴ機器の利用環境

整備に努める。 

①１人１端末の効果的な活用 

②ＩＣＴ機器の集中管理の徹底 

２ 図書資料を有効に活用した学びを充実させるため

に，学校図書館の整備を推進する。 

①教育課程に即した図書選定の実践 

②市立図書館と連携した希望図書の有効活用  

【達成状況】 
 
 
教職員・児童いずれの肯定的回答割合も数値目標を上

回っており，十分満足できる結果と言える。教職員の肯

定的回答が100％ということから，どの児童も進んでＩ

ＣＴ機器や図書等を学習に活用していると言える。 

【次年度の方針】 

タブレット端末をはじめとする ICT 機器を効果的に

活用できるよう，研修の機会を設けたり，専門スタッフ

と連携したりしながら，指導力向上に努める。また，発

達段階に応じた活用の仕方を年間指導計画に位置付け

ていく。 

また，新学習指導要領に応じた図書の整備を推進する

と共に，専門スタッフと連携を図りながら，図書館の一

層の整備を行っていく。 

教職員 児童 

100.0 94.0 

本

校

の

特

色

・

課

題 

等 

Ｂ1 

学校は，読書が好き 

な心豊かな児童の育成に

努めている。 

【数値指標】 

全体アンケート 

「学校は，読み語りや

『ふれあい読書会』・読

書週間などが行われてい

て，読書に親しむことが

できる。」 

⇒児童・教職員・保護者

の肯定的回答80％以上 

１ 読書指導を充実させ，自ら進んで様々な本に接しよ

うとする児童を育成する。 

①「ふれあい読書会」の充実 

②読み語りボランティアとの連携 

③童話館ボランティアとの連携 

④「家読のすすめ」の定期的な実践 

２ 年２回（春・秋）の読書週間を活用し，読書意欲を高

める催しを工夫して行う。 

①図書委員会による活動の工夫 

 

【達成状況】 

教職員 保護者 児 童 

100.0 97.6 96.6 

教職員・児童・保護者いずれの肯定的回答も 95％を

超えている。読書活動が充実していると言える。 

【次年度の方針】 

引き続き，家読を定期的に実践し，読書指導を充実させ

ていったり，ボランティアとの連携を図り，図書委員会

を中心に活発な読書活動行ったりしていく。また，「中

学生のおすすめの本」を紹介するなど，小中連携しなが

ら，読書活動を促進していく。 

 

〔総合的な評価〕 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【全体的な傾向】                                    

全体アンケートの９割以上の質問において，肯定的回答割合が市平均値より高い状況にある。また，学校評価書に設定した評価

項目２６すべての項目で評価指標の目標値を達成していた。全体的にも昨年度を下回った項目は２割程度と，肯定的な回答割合が

増えているといえる。 

【目指す児童の姿（評価項目：A１～１２）】                       

・A１「進んで学習に取り組む」からA１２「持続可能な社会」についての保護者の肯定的回答割合が総じて高くなった。A１から

A７までの児童の肯定的回答割合もほとんどの項目で昨年度を上回っていた。教職員・保護者・地域住民・児童すべてにおいてほ

とんどの項目が，目標値より１０ポイント近く肯定的回答割合が高く，児童が意欲をもって日々の学習及び健康安全な生活に取

り組んでいる状況がうかがえる。 

・A１０，２５「ＩＣＴ機器や図書等の活用」については，目標値を達成しているが，新学習指導要領の実施にともなうプログラ

ミング教育推進や市の重点施策学校図書館の充実を踏まえ，これらを計画的に授業へ取り入れ分かる授業の展開を図るとともに，

学習ソフトや授業支援クラウドの活用により個に応じた指導を充実させる。 

□児童指導に関する評価項目については，特にA５「粘り強い取組」，A７「社会貢献」の保護者と児童の肯定的回答割合が昨年を

7ポイント以上上回り，児童が社会や将来を意識した目標に向かって努力している状況にある。 

・A３「児童がきまりやマナー遵守」については教職員・保護者・地域住民・児童のすべてで90％を上回り，落ち着いた学校生活



を送っていることがうかがえる。今後さらに，全教職員で生活のきまりの見直しを含めて組織的な指導に努めていく。 

【目指す学校の姿（評価項目：A１３～２５）】                     

□すべての評価項目において目標値を達成している。特に，A１５「不登校を生まない学級づくり」やA１７「明るく活気がある

学校」のポイントは教職員・保護者・地域住民・児童のすべてで90％を超えていて，教職員が児童一人一人の良さを認め励ます

指導に取り組み，児童が互いに認め合う学級づくりに努めて明るく生活している状況である。 

・A１９とA２０「協力して業務に取り組む」「業務の効率化」についてはいずれも９５％を超え，十分目標を達成しているが，次

年度の各種教育活動を感染症拡大防止に努めながら推し進めなければならないことから，実施後の成果と課題を明確にしてカリ

キュラムマネジメントを推進するとともに，業務効率化の共通理解を十分図りながら協力して取り組んでいく必要がある。 

・A２１「小中一貫教育」については保護者・地域住民・児童とも昨年度の値や市の平均をすべて上回っているが，中学校の各種

情報も可能な範囲で提供できるよう努めるなど，更なる取り組みを進めていく。 

【本校の特色・課題等（評価項目：B１）】                     

・今年度新規に本校独自で設定したB１「読書指導」については教職員・保護者・地域住民・児童すべてで９５％を上回ってお

り，本校の読書への意識の高さがうかがえる。 

 

７ 学校関係者評価 

【児童のあいさつについて】 

・児童は，登下校や地域の生活においてあいさつや返事をしているが，感染症拡大防止の取り組みにより，大きな声を控

えていることもあり，時と場に応じた声や行動に関して，今後はさらに充実させていく必要がある。 

【分かりやすいきめ細かな指導について】 

・ICT機器を授業に多く取り入れるようになったことから，保護者の目に触れる学習物が減少している。また，児童らの授

業中のICT機器の活用について保護者に分かりにくくなっている。そのため，ノートからタブレットへシフトして活用し

ている状況や，授業におけるICT機器活用の様子などを保護者に啓発していく必要がある。 

 

８ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 

【目指す児童の姿】                       

○新学習指導要領に示された「主体的・対話的で深い学び」の視点から，ICT機器や図書等の活用等を計画的・効果的に授

業へ取り入れるなどして授業改善を図り，分かる授業を一層展開することにより学力向上を図る。 

○児童が時と場に応じたあいさつができるよう，基本的な指導を継続するとともに，学校だよりやHPを活用して情報発信

していく。 

【目指す学校の姿】                     

・各種教育活動等の成果と課題を明確にするなどして，カリキュラムマネジメントを推進するとともに，業務効率化の共

通理解を十分図るなどして，新学習指導要領に基づく学校運営及び教育活動を円滑に実施する。 

○教職員が児童一人一人の良さを認め励ます指導に取り組み，児童の自己有用感を高め，児童が互いに認め合い，高め合

う学級づくりに努める。 

・本校の特色である「読書活動」は，今後とも特色ある活動として継続するだけでなく，児童の主体的活動を一層取り入

れながら推し進めていく。 

・錦小地域協議会を要として，街の先生や学校支援ボランティア等の協力による教育活動支援の円滑な実施に努め，地域

とともにある学校づくりを推進する。 

○陽北地域学校園における連携協力を図るとともに，地域として児童生徒を見守るネットワークの構築に努力する。。 

 


